
　
合
併
後
10
年
を
経
過
し
て
財
政
状
況
の

悪
化
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
、
地
域

社
会
の
疲
弊
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と

き
、
こ
れ
以
上
ハ
ー
ド
に
偏
っ
た
行
政
運

営
を
行
う
事
は
子
ど
も
達
に
ツ
ケ
を
回
す

だ
け
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
こ
と
に
思
い

を
致
さ
ず
「
今
だ
け
、
金
だ
け
、
私
だ
け
」

と
い
う
「
三
だ
け
主
義
」
に
私
た
ち
が
陥

る
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
高
梁
の
明
る
い
未

来
像
を
描
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
確

信
す
る
。

　
場
外
馬
券
場
な
ど
も
市
民
や
議
会
に
対

し
て
、
知
ら
せ
な
い
・
相
談
し
な
い
・
決

ま
っ
て
か
ら
報
告
す
る
と
い
っ
た
疑
義
を

感
じ
る
。
ま
た
松
原
地
区
で
の
場
外
馬
券

場
の
説
明
会
で
、
地
区
外
の
議
員
の
入
場

に
制
約
を
か
け
た
こ
と
に
抗
議
を
す
る
。

い
る
が
、
雇
用
創
出
に
は
目
立
っ
た
事
業

が
な
い
。
雇
用
を
生
み
出
し
地
域
に
人
を

残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
に
応
え
て

ほ
し
い
。

　
今
後
の
高
梁
市
を
担
う
議
案
で
あ
り
、

多
く
の
仕
事
を
こ
な
し
て
ほ
し
い
。
駅
前

の
複
合
施
設
の
修
正
案
に
は
反
対
す
る
。

新
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
生
ま
れ
変
わ
り

後
世
に
残
る
図
書
館
、
至
誠
惻
怛
（
し
せ

い
そ
く
だ
つ
）・
山
田
方
谷
先
生
に
な
ら

う
図
書
館
の
建
設
を
望
む
。

　
国
民
健
康
保
険
に
は
低
所
得
の
方
が
多

く
加
入
し
て
い
る
。
保
険
税
の
引
き
上
げ

を
前
提
と
し
た
予
算
に
反
対
す
る
。
高
梁

市
に
は
１
億
１
０
０
０
万
円
の
基
金
も
あ

り
、
引
き
上
げ
し
な
い
た
め
の
手
立
て
を

す
べ
き
。

　
国
の
制
度
上
の
問
題
、
利
用
者
の
サ
ー

　
全
国
的
に
進
む
少
子
高
齢
化
の
な
か

で
、
高
梁
市
は
日
本
創
生
会
議
が
試
算
し

て
い
る
20
代
、
30
代
女
性
の
人
口
減
少
率

が
県
内
ワ
ー
ス
ト
で
あ
り
、
限
界
集
落
の

数
は
36
・
３
％
で
県
内
ト
ッ
プ
と
い
う
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
定
住
人
口
を

増
や
す
こ
と
は
急
務
で
は
あ
る
が
、
場
当

た
り
的
な
政
策
で
は
な
く
、
暮
ら
し
方
を

変
え
て
快
適
さ
を
維
持
す
る
か
が
重
要
で

は
な
い
か
。

　
国
が
責
任
を
放
棄
し
地
方
自
治
体
に
押

し
付
け
る
も
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
保

険
料
の
引
上
げ
が
想
定
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
委
員
会
の
互
選
で
選
ば
れ
て

ビ
ス
の
切
り
捨
て
、
加
入
者
負
担
の
増
な

ど
に
つ
な
が
る
。

　
年
金
受
給
者
の
多
く
は
低
年
金
で
、
消

費
税
の
引
き
上
げ
や
物
価
上
昇
な
ど
で
毎

日
の
暮
し
は
厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
採
択

を
求
め
る
。

　
一
貫
し
て
場
外
馬
券
場
に
反
対
し
警
鐘

を
鳴
ら
し
続
け
て
き
た
。
ま
た
、
先
般
の
地

元
住
民
説
明
会
の
状
況
を
見
て
も
明
ら
か

な
と
お
り
、判
断
を
先
延
ば
し
す
る
こ
と
は
、

地
域
住
民
の
不
安
感
情
を
募
ら
せ
る
だ
け

に
な
り
継
続
審
査
に
反
対
す
る
。

　
場
外
馬
券
場
に
つ
い
て
、
高
梁
市
は
市

民
に
対
し
場
外
馬
券
場
と
し
て
の
売
却
の

説
明
が
な
い
ま
ま
進
め
て
い
る
。
高
梁
市

で
は
過
去
に
公
序
良
俗
に
関
わ
る
事
業

は
、市
民
の
力
で
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て
き
た
。

地
元
合
意
だ
け
で
な
く
住
民
投
票
を
行
っ

て
も
よ
い
案
件
で
あ
る
。
６
月
議
会
で
は

採
択
さ
れ
る
よ
う
求
め
継
続
審
査
に
賛
成

す
る
が
、
執
行
部
は
６
月
議
会
を
待
た
ず

断
念
す
る
よ
う
求
め
る
。

　
場
外
馬
券
場
の
設
置
は
高
梁
市
全
体
で

考
え
て
い
く
べ
き
問
題
。
早
急
に
可
否
の

結
論
を
出
さ
ず
住
民
に
情
報
を
提
示
し
、

話
し
合
い
の
時
間
が
必
要
、
多
く
の
意
見

を
織
り
込
み
決
定
す
べ
き
。
現
時
点
で
は

場
外
馬
券
場
は
建
設
す
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
る
。
執
行
部
は
独
断
で
進
め
ず
、
住

民
に
対
し
て
常
に
話
し
合
い
の
窓
口
を

オ
ー
プ
ン
に
し
て
お
く
こ
と
を
求
め
る
。

い
た
教
育
委
員
長
を
教
育
長
と
一
本
化

し
、
市
長
が
任
命
す
る
と
い
う
制
度
改
正

で
あ
る
。
教
育
委
員
会
は
行
政
か
ら
独
立

し
た
立
場
で
運
営
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
20
地
域
の
公
民
館
分
館
が
廃
止
さ
れ
、

人
も
予
算
も
施
設
も
削
減
さ
れ
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
市
民
生
活
が
切
り

捨
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
東
京
一
極
集
中
か
ら
地
方
分
散
を
行
う

と
し
て
い
る
が
、
高
梁
川
流
域
で
は
倉
敷

市
を
中
心
に
す
る
協
約
で
、
高
梁
市
自
身

の
問
題
解
決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　「
ゆ
・
ら
・
ら
」
関
係
の
国
庫
支
出
金

返
還
金
の
約
７
０
０
０
万
円
が
含
ま
れ

る
。
こ
れ
以
上
の
税
金
投
入
は
市
民
の
合

意
が
得
ら
れ
な
い
。

　
４
点
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
は
、
多
額

の
予
算
が
か
か
る
。
ま
た
個
人
情
報
流

出
も
危
惧
さ
れ
、
先
進
国
で
は
利
用
制

限
を
す
る
な
ど
の
事
態
が
起
き
て
い
る
。

②
吉
備
国
際
大
学
へ
１
億
円
も
の
補
助
金

は
高
額
で
あ
り
、
市
民
生
活
支
援
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
い
。

③
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
サ
ッ
カ
ー
場
建

設
に
向
け
４
１
０
０
万
円
の
予
算
が
組

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
総
事
業
費
は
５
億

円
と
も
想
定
さ
れ
て
お
り
問
題
が
あ
る
。

④
複
合
施
設
整
備
費（
に
ぎ
わ
い
の
施
設
）

の
１
０
億
８
０
０
０
万
円
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
間
で
も
、
議
会
で
も
疑
問

や
反
対
の
声
が
多
く
あ
る
。

　
図
書
館
や
複
合
施
設
の
予
算
が
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
19
億
円
を
超
え
る
巨
額

の
財
政
投
資
で
あ
り
、
具
体
的
な
内
容
を

示
さ
ず
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
の
基
本
合
意
書
の
締
結

を
行
い
、
さ
ら
に
年
間
１
億
５
７
０
０
万

円
に
も
の
ぼ
る
指
定
管
理
料
の
是
非
な
ど

様
々
な
不
確
定
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
今

後
の
高
梁
市
の
財
政
状
況
は
も
と
よ
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
負
担
の
あ
り
方
な
ど
総

合
的
な
見
地
か
ら
修
正
予
算
を
提
出
し

た
。

　
後
期
基
本
計
画
策
定
前
に
行
な
わ
れ
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
定
住
促
進
の
た

め
に
重
要
な
の
は
半
数
以
上
の
方
が
雇
用

の
確
保
だ
と
回
答
し
て
い
る
。
予
算
に
は

有
漢
の
工
業
団
地
の
整
備
な
ど
の
事
業
が

あ
り
、
予
算
案
に
つ
い
て
は
賛
成
す
る
。

　
し
か
し
、
外
か
ら
材
料
を
持
ち
込
み
、

組
み
立
て
た
製
品
を
出
荷
す
る
と
い
う
企

業
の
誘
致
だ
け
で
は
、
市
内
経
済
へ
の
波

及
は
限
定
的
に
な
る
。
単
に
イ
ン
フ
ラ
整

備
で
な
く
、
基
幹
産
業
の
創
出
と
人
材
育

成
、
研
究
開
発
な
ど
に
も
予
算
を
配
分
す

べ
き
。

　
ま
た
、
定
住
対
策
に
重
点
が
お
か
れ
て

「
平
成
27
年
度
高
梁
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
」
に
反
対

「
平
成
27
年
度
高
梁
市
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算
」
に
反
対

「
年
金
削
減
の
取
り
や
め
と
最
低
保

障
を
求
め
る
陳
情
」
採
択
す
べ
き

「
場
外
馬
券
場
の
設
置
に
反
対
す
る

陳
情
」
採
択
す
べ
き

「
場
外
馬
券
場
の
設
置
に
反
対
す
る

陳
情
」
継
続
審
査
に
賛
成

平成27年度
一般会計予算

255億5000万円から

減額する主な項目

11億 4102万円を減額

複合施設工事整備費
設計監理委託料
移転補償　等

「高梁市平成27年度一般会計予算案に対する修正案」の概要

修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

動議って？

　
議
会
最
終
日
の
採
決
前
に
、
４
名
の
議
員
か
ら
動
議
が
出
さ

れ
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
対
す
る
修
正
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
修
正
案
は
そ
の
場
で
審
議
さ
れ
、
採
決
の
結
果

修
正
案
は
賛
成
６
、
反
対
13
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

予定されている議案以外の議題を議員が提出することです。提出には一定の手続きが必要で、扱い
は議長の判断に委ねられています。通常の採決と同様に、過半数の賛同者がいれば可決されます。
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高梁市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並
びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準等を定める条例

高梁市介護保険条例の一部を改正する条例

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改
正に伴う関係条例の整理に関する条例

高梁市公民館条例の一部を改正する条例

倉敷市及び高梁市との高梁川流域連携中枢都市圏
形成に係る連携協約の締結に関する協議について

平成 26年度高梁市一般会計補正予算

平成 27年度高梁市一般会計予算

平成 27年度高梁市一般会計予算（修正案）

平成 27年度高梁市国民健康保険特別会計予算

平成 27年度高梁市介護保険特別会計予算

年金削減の取りやめと最低保証年金制度の実現
を求める請願

件　　　　　　　　　名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●● ●

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ●● ●

● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ●

● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ●○ ○

○賛成　●反対3 月定例会で賛否が分かれた議案等の議決結果

※「場外馬券場の設置に反対する陳情」は継続審査となりました。また、「高梁市退職職員の再就職に関する取扱要綱策定を検
討することを求める陳情書」は、全会一致で不採択となりました。
　他の議案は全会一致で可決しました。
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